
平成27年8月 

平成28年3月期 第1四半期決算と 

         地方創生に向けた取組みについて 
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業績ハイライト（単体） 

 わが国の経済は、アベノミクス効果の浸透により、円安の進行が続いております。輸出企業の業績改善等により、
企業収益は、緩やかな回復基調の兆しが見られます。 
 こうした中、当行では中期経営計画～先進性、信頼感、親近感～（計画期間：平成26年４月～平成29年３月）
に基づき、各施策に積極的に取組んだ結果、平成28年3月期 第1四半期決算は、以下のとおりとなりました。 

 預金残高は、山口県・広島県・福岡県の地元を中心に前年同期比661億円増加し、1兆873億円（増加率
6.4％）となりました。貸出金残高は、中小企業・個人向け貸出を中心に前年同期比727億円増加し、8,404
億円（増加率9.4％）となりました。 

 経常収益は、前年同期比46百万円増加し66億99百万円、経常利益は、前年同期比53百万円増加し20億83
百万円となりました。また、四半期純利益は、前年同期比1億97百万円増加し、14億54百万円となり増収増
益決算となりました。 
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預金・貸出金の状況   

 
 預金残高は、『ぶちうま！山口定期預金』をはじめとする各種キャンペーン商品がご好評をいただき、前年

同期比661億円増加し、1兆873億円となりました。 

 貸出金残高は、地元中小企業向け貸出・個人向け貸出に積極的に取組んだ結果、前年同期比727億円増加し、
8,404億円となりました。  
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資金の地域内循環  

 
 当行では、地域の皆さまからお預りした大切な預金を、資金を必要とされる地域の事業者さまや個人のお客

さまに、借入金としてお使い頂く『資金の地域内循環』を進めています。 

 地元（山口県・広島県・福岡県）の預金残高は、前年同期比654億円増加し1兆852億円、貸出金残高は、
前年同期比561億円増加し6,730億円となりました。今後も地元を中心に積極的な地域内循環を進める方針
です。 

億円 
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有価証券運用の状況 

 

 有価証券運用は、引き続き債券を中心に安全性を重視した運用を行う一方、金利リスクをコントロールする
ため、国内債券を中心にデュレーションの短期化に努めた結果、修正デュレーション*は、約4年となり依然
低い水準を維持しています。（参考 Ｈ27/６月末第二地銀平均：4.13年） 

   ＊ 修正デュレーション：デュレーション（債券に投資した資金の平均回収期間）を債券の利回りで除した期間を表し、 
                金利が変動した場合に債券価格がどの程度変化するかを示すリスク管理上の指標です。 

 その他有価証券評価益は、引き続き100億円を超えています。  

※（ ）は合計額 ※（ ）は合計額 

5 

1,797 1,724 1,634

143
143

149

167
167

182

149 192 233

(2,258) (2,228) (2,199)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H25/6期 H26/6期 H27/6期

有価証券残高推移

債券 株式 外国証券 その他

億円

16
29

21

66

62 80

12

25

22

(96)

(117)

(123)

0

20

40

60

80

100

120

H25/6期 H26/6期 H27/6期

その他有価証券評価損益推移

債券 株式 その他

億円

≪その他有価証券（国内債券）修正デュレーション推移≫ 

単位：年 

Ｈ25/6期 Ｈ26/6期 H27/6期 H26/6期比 

4.13 3.41 4.01 0.57 



不良債権の状況 

 
 金融再生法基準での開示債権比率は、前年同期比０.15ポイント減少し、1.86％となりました。また、部分

直接償却実施前においては、前年同期比0.34ポイント減少し、2.32%となりました。 

 金融円滑化法終了後も同法の趣旨に則り、地元の中小零細・個人のお客さまに対して積極的な資金提供を行
った結果、開示債権は、前年同期比1億87百万円増加し、157億11百万円となりました。厳格な資産査定
と将来に備えた予防的な貸倒引当金等の実施により、開示債権に対するカバー率は、依然高い水準を維持し
ています。  
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地方創生に向けた取組み 
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 山口県主催「中山間ビジネスコンテスト」や創業塾の認定者卒業者の方

を対象とした無担保・無保証ローンの発売  

  
 平成27年4月、これまでの地域経済活性化に向けた取組みをさらに強

化・加速させ、地方創生に寄与していくことを目的に、山口県と「地方
創生に係る包括的連携協定｣を締結いたしました。 

 山口県と協働し、｢地方創生｣及び｢地域企業応援パッケージ｣に関する具
体的な事業に積極的に取組んでまいります。 
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山口県との「地方創生に係る包括的連携協定」締結 

山口県との協働による取組み 

創業サポートローン 

 
 山口県が発行する「やまぐちＵＪＩターンパスポート」をお持ちの方を

対象とした金利優遇制度の新設 
 優遇対象商品：リフォームローン、マイカーローン  

ＵＪＩターン者向け優遇金利ローン 

 
 山口県の特産品が届くカタログギフトが抽選でプレゼントされる定期預

金の発売 

ぶちうま！山口定期預金 

（ⅰ）地方創生元年①  

「地方創生に係る包括的連携協定」 

ＵＪＩターンパスポート 

ぶちうま！山口定期預金  
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 前頁の山口県との協働事業に加え、具体的な地方創生の成果につながることを目的に、以下の事業にも取

組みます。 
 取組みの成果については雇用創出数等の実績数値を公表します。 

 

地方創生に向けた取組み 

（ⅰ）地方創生元年②  

ミッション   具体的な施策 平成27年度公表数値 

① 安定した雇用を創出 

 創業マインドの向上、新ビジネスや雇用創出につながるサ
ービスの提供 

  －   地域のお客さまに対し、創業セミナー、創業塾等開催 
 地域医療分野へのサポート 
  － 引き続き開業を希望される医師等に対し、医療チー  
          ムを中心としたコンサルティング活動の実施 

 創業関連サポート融資実績 
 雇用創出者数 

② 新しいひとの流れをつくる 
 地元のオンリーワン企業の認知度向上、山口県の豊富な観
光資源のプロモーション活動等の強化 

    － 全国の大学生等に対し「若旅inやまぐち」等開催 

 ｢若旅inやまぐち｣ 
    － 県外大学生および県外 
          出身者参加者数 
    －   地元企業への就業者数 

③ 
若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる 

 多様なニーズに合わせて、結婚に向けた出会いの場の提供 
   － 婚活イベント等の開催 

 婚活イベント参加者数 

④ 
時代に合った地域をつくり、
安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域を連携する 

 「地域包括ケアシステム」構築のサポート 
      － 行政や医療機関等と連携して医療・介護施設整備 
            等実施 
 店舗機能の多様化 
     － 支所的な役割を有した店舗等の設置 

 医療・介護施設、診療所の
開設数および救急クリニッ
クの誘致数 

 介護施設入所者数 
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地域企業応援パッケージ 

（ⅰ）地方創生元年③  

ミッション 具体的な施策 平成27年度公表数値 

① 地域資源を活用した事業化 

 持続可能な事業化に向けたサポート体制の強化 
    － ソーシャルビジネス事業者等に対し、「S1グ 
    ランプリ」「ビジネスプランピッチコンテス 
          ト」開催や地方創生ファンド、せとうち事業 
    承継ファンド「結」等の活用 

 ファンドの利用実績 

② サービス業をはじめとした生産性の向上 

 目利き能力の向上 
    － 地域の中小零細事業者に対し、事業性評価に 
           基づく融資等の推進、プロ人材ニーズの収集 
           等の実施 
 事業転換、M&A等経営改善に向けた取組みの強化 
  － 中小企業再生支援協議会等の外部機関の活用 

－ 

③ 再出発に向けた環境整備、事業承継支援等 

 円滑な事業再生や事業承継等サポート体制の強化 
    － 事業の改善等が見込めない企業や後継者不足 
          の企業に対し、積極的な経営者保証に関する 
          ガイドラインの活用 
    － 事業承継サポートデスクの設置 

 経営者保証に依存しな
い融資実績 
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休日創業個別相談会 

（ⅱ）お客さまのライフステージに応じたコンサルティング機能の発揮  

①創業・新規事業開拓サポート 

②成長分野へのサポート 

第1四半期

27件

5.5時間

30名

1.創業支援コンサルティング実績

2.創業セミナー開催実績

公表項目

創業セミナー等受講者数

創業セミナー等実施時間

創業支援コンサルティング実施件数

第1四半期

1.医療介護分野へのサポート実績

融資実行金額 1,392百万円

融資実行件数 10件

2.経営革新コンサルティング実績

経営革新コンサルティング件数 153件

3.専門家派遣コンサルティング実績

専門家派遣コンサルティング実施回数 5件

4.コンサルティング能力向上研修実績

コンサルティング能力向上研修参加者数 503名

公表項目

第1四半期

１.外部機関等の連携等によるサポート

相談持込件数 3件

2次対応完了件数 1件

案件持込件数 3件

対応完了件数 8件

9件

9件事業再生サポート対応完了件数

公表項目

中小企業再生支援協議会

経営改善支援センター

外部専門家との連携件数

③経営改善・事業再生・業種転換等のサポート 

 周南市、宇部市が認定を受けた“創業支援
事業計画”に参画 

 － 休日創業個別相談会等を開催 
 さいきょう地方創生ファンドの活用実績 
 － 取組件数１件、取組金額2,800万円 

 当行医療チームによる医療・介護分野への
取組強化 

 － 引き続き開業を希望される医師等に対し、  
   企画段階から徹底サポート 
 ｢さいきょうJE本気塾｣開講 
 ― 事業承継計画書作成のサポート 
   － 各地域の次世代経営者間の異業種交  
     流・ネットワークの構築 

 行政等の支援策を活用し、外部専門家等を
含む産学公金連携により、お客さまの経営
体質の強化、事業再生等について、実効性
のあるサポートを実施 

さいきょうＪＥ本気塾 

 当行では、中期経営計画に基づき、地域社会、地域経済の活性化に向けた取組みを強化しております。 

 四半期毎に公表している取組実績は、以下のとおりです。 



（ⅲ）地域ビジネス、地域教育、地域スポーツ・文化 
   の３つの観点による地域の面的再生 
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地域スポーツ・文化振興 ～スポーツ・文化を通じて地域の活性化に貢献する～ 

地域の金融教育 ～次世代教育に積極的に取組む～ 

バドミントン教室 

地域ビジネス  ～産学公金連携による新たな地域ビジネスの創造を目指す～ 

産学連携寄付講義  

やまぐち食の魅力創造セミナー  

  ｢やまぐち食の魅力創造セミナー｣開催 

     ―   山口県の農山漁村の魅力と観光需要を結びつける農観連携の一環   

               として、 ｢株式会社ぐるなび｣｢ＪＴＢ中国四国』と共催 

     ―   山口県の生産者・加工業者の販路拡大や飲食店のトップライン収 

               益の拡大に寄与 

 ｢ものづくり補助金｣申請書作成にかかる出張サポート実施 

        ―   地域の中小企業診断士と連携し、きめ細やかに対応 

 宇部高専で現役行員による｢協力講座（銀行論）｣開講 

        ― 金融知識を兼ね備えたバランスの良い「技術者の育成」に寄与 

 ファーストホーム主催 西京銀行女子バドミントンチームによるバド
ミントン教室開催 

       － 参加：小学生を中心に約100名 


